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■大豆栽培に力を入れるロシア極東・アムール州■ 
ERINA 経済交流部 

 アムール州はロシア連邦の主要な大豆生産地である。アムール州で

は 1990 年まで、ロシアの大豆の 7 割以上が生産されていた。現在の

同州の大豆生産量はロシア連邦全体の約 4 割、極東連邦管区内の 63％
以上を占めており、アムール州でこの部門が強化されれば現水準の 2
倍まで生産量を増やすことができるとみられている。 
 近年、州内の大豆の増産が可能になり、大豆加工コンプレックスの

創業も開始し、増産された大豆の効率な加工が可能な、経済的、社会

的、経営・生産面での条件が整った。 
  

2009～2013 年までの大豆の播種面積、収穫高、総収穫量、加工量 
計画  2009 年 2010 年 

2011 年 2012 年 2013 年 

2013年の変動

（09 年比） 

播種面積、千ヘクタール 402 470 600 710 750 186.6％ 

収穫高、ﾂｪﾝﾄﾈﾙ/ﾍｸﾀｰﾙ 10.5 11.0 11.5 11.9 12.0 114.3％ 

総収穫量、千トン 412 517 690 850 900 2.2 倍 

国内市場での大豆販売量、

千トン 

352 420 542 719 765 2.2 倍 

大豆種子の加工量 

採油用種、千トン 140 180.0 220.0 350.0 500.0 3.6 倍 

製品の生産量および販売量 

大豆油、千トン 19 24.0 31.0 54.0 81.0 4.3 倍 

脱脂加工大豆（「白い花び

ら」）、千トン 

9 12.0 15.0 18.0 20.0 2.2 倍 

飼料用油粕、千トン 83 106.0 117.0 210.0 328.0 4 倍 

州内の大豆加工の比重、％ 39.7 37.9 40.5 48.7 65.4 164.7％ 

＊ツェントネル：10 分の 1 トン、または 100 キログラム 

 
 大豆の播種面積を 2013 年までに 750 ヘクタールに拡大し、生産量

を 90 万トンにするだけの条件が、アムール州には整っている。 
 総販売量は 76 万 5,000 トン。今後操業する工場も考慮すると、州

内の大豆加工量は年間 50 万トンになり、約 32 万 8,000 トンの飼料用

大豆油粕の生産が可能となる。 
 目標を達成するためには、以下の課題をクリアしなければならない。 
・休耕地の開墾による大豆の播種面積の拡大。 
・生産力の高い品種の採用や、薬品の使用による、収穫高と総収量の 
増大。 

・大豆油精製工場の新規建設。 
・生産性が高く省エネルギーの新しい技術や機械の導入。 
  

大豆生産量を増大させ、栽培地に隣接した、現代的な大豆の高次加

工のハイテク産業をアムール州で発展するための基盤ができる。その 
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ボタンの苗木は境港市とウラジオストクを結ぶ日韓ロ定期貨客船の

利用促進の一環で、松江市などの働き掛けにより JA くにびき（松江

市）が 8 月下旬、700 本を輸出。苗木は 1 本 1,000 ルーブル（約 2,700
円）で販売された。 

 
九州 

57 企業・団体が推進協 
北九州市 上下水道事業受注へ 

（西日本新聞 9 月 1 日） 

 
 北九州市は 31 日、新興国を中心に大きな成長が見込まれる上下水

道整備などに参入するため、官民一体となった「北九州市海外水ビジ

ネス推進協議会」を発足させた。銀行や建設、商社、水処理会社など

57 の企業や団体が参加。中国やベトナム、サウジアラビア、カンボジ

アを中心に事業の受注を目指すことを確認した。 
 海外の上下水道事業は 2025 年には 100 兆円の市場規模に達すると

見込まれ、国の成長戦略の柱に位置付けられている。日本では地方自

治体が運営する例が大半のため、海外進出には自治体の参加が不可欠

だ。北九州市はカンボジアや中国などで上下水道整備に人材を派遣し

たり、研修生を受け入れたりしており、「アジアとの人的なネットワー

クも強い」（同市水道局）ことから参入へ踏み切った。 

北九州－上海 
航空定期貨物 14 日就航 

（西日本新聞 10 月 9 日） 

 北九州市は 8 日、北九州空港と中国・上海を結ぶ定期貨物路線に、

中国の貨物専用航空会社「揚子江快運航空」が 14 日就航すると発表

した。週 3 往復（木、金、土曜）の就航予定で、北九州空港への国際

定期貨物便の就航は初めて。 
 市空港企画室によると、同社はボーイング 737 型の貨物専用機を運

航する。最大 13.5 トンの積載が可能。中国から電気製品を中心に空輸

し、日本からは半導体などの小型電子機器の輸出を見込んでいる。 
 
 
■セミナー報告■ 

H22 年度第 3 回賛助会セミナー 

 

 
テーマ：極東ロシア 
日 時：平成 22 年 10 月 25 日 
場 所：万代島ビル 6 階 会議室 
講 師：早稲田大学アジア太平洋研究センター客員教授 

        堀内 賢志氏 

 
はじめに ここ数年、ロシアの極東地域の開発にやっと積極的になっていると

いう状況がある。それがどういう背景の下に進んでいるのかを、ロシ

アにおける地域政策の転換、あるいはその背景にある戦略的な考え方

と関連させながら、お話ししたい。 
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10 月 25 日 ブルッキングズ研究所・ERINA 共催ワークショップ「Developing Clean Energy 
Markets: Toward China-Japan-U.S. Trilateral Cooperation」（ワシントン DC、上原広

報企画員） 
10 月 28 日 新潟国際ビジネスメッセ 2010【ERINA 後援】（新潟市産業振興センター、伊藤業務執行理

事） 
10 月 28 日 平成 22 年度第 1 回理事会（ホテル日航新潟） 
10 月 29 日 ハルビン市商務局長訪問団来訪（ERINA 会議室、佐藤経済交流部長他） 
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